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ポリブチレンテレフタレート, PBT,  反応熱分解, 水酸化テトラメチルアンモニウム, TMAH 

高分子分析全般 

反応熱分解法を用いたポリブチレンテレフタレート（PBT)の分析 

分析条件：キャリヤーガス：He, 注入口圧力：103kPa, スプリット比：1/60、分離カラム：Ultra ALLOY+-5（5%ジフェニルジメチルポリシロキサン） 

長さ 30m, 内径 0.25mm, 膜厚 0.25µm,  GCオーブン温度：38℃-300℃(20℃/min),  GC注入口温度：320℃ 
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熱分解温度：500℃ 
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               図2  PBTの反応熱分解法によるパイログラム   
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1,4-Dimethoxybutane 

1-Butyleneglycolmonomethyl ether Dimethyl terephthalate 

反応熱分解温度：400℃ 
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（試料量：0.1mg 反応試薬：TMAH25%メタノール溶液   2µ
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第2回熱分解ガスクロマトグラフィーセミナー（フロンティア・ラボ（株）主催）、5.Py-GCの最近の二三の応用（三菱レイヨン、木浦・若林）より抜粋

             図1  PBTの瞬間熱分解方によるパイログラム 

 ポリブチレンテレフタレート（PBT）をはじめとする縮合系ポリマーをPy-GC法で分析する場合、水酸化テトラメチルアンモニウム

（TMAH) 共存下における反応熱分解法を用いると、構成モノマーのメチルエステルが生成します。PBTの瞬間熱分解法によるパ

イログラムを図1に、TMAH存在下における反応熱分解法によるパイログラムを図2に示します。瞬間熱分解法によるパイログラム

上にはエステル基の分解反応および脱炭酸反応による生成物が主に検出され、モノマーは観測されませんでした。これに対し、

反応熱分解法によるパイログラム上には、PBTの構成モノマーであるテレフタル酸のジメチル誘導体および1,4-ブタンジオールの

モノメチル、ジメチル誘導体が明瞭に検出されました。 


